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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　埼玉県環境部みどり自然課長から、今年７月に県内で捕獲されたアライグマからSFTSウイルスに対する
抗体が検出されたとの通知がありました。

埼玉県内における重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
ウイルス感染アライグマの確認について
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　日本獣医師会から、国立健康危機管理研究機構ホームページの「国内外における重症熱性血小板減少症候
群（SFTS）の発生状況について」が改訂されたとの情報提供がありました。

国内外における重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
の発生状況について（情報提供）
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　国立感染症研究所ホームページの「獣医療関係者のSFTS発症動物対策について（2025バージョン）」から一
部抜粋しました。全文は以下URLを参照してください。
https://www.niid.jihs.go.jp/content2/research_department/vet/animal-borne-2_2025-06-10.pdf

獣医療関係者のSFTS発症動物対策について（2025年バージョン）

原因
　SFTS（Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome）は、高熱と白血球減少、血小板減少（thrombocytopenia）
を主徴とする重篤な熱性疾患として中国で2011年に報告された。マダニ媒介性の新興感染症Emerging 
Infectious Diseaseである。ブニヤウイルス綱ハレアウイルス目フェヌイウイルス科バンダウイルス属に分類
されるSFTSウイルス（種名 Bandavirus dabieense）によって引き起こされる。
　SFTSウイルスはマダニの吸血によってヒトや動物に伝播するアルボ（節足動物媒介）ウイルスである。同
じフェヌイウイルス科にはダニだけではなく蚊・サシチョウバエといった吸血昆虫によって媒介されるウイ
ルスが含まれている。これらのウイルスは共通して節足動物の吸血の際の伝播を基本様式としつつ、感染動
物の体液などを介した濃厚接触によっても伝播する可能性があることから、特に動物との接触機会の多い獣
医療関係者は注意が必要である。
　SFTSウイルス粒子は約110nmの球形であり、エンベロープを持ち、粒子内にウイルスタンパク質に覆わ
れた３分節のマイナス鎖RNAを有している。エンベロープウイルスは一般的に界面活性剤に弱く、SFTSウ
イルスも同様に消毒液により失活しやすいウイルスである。複数の遺伝子型の報告があるものの、異なる抗
原性のウイルスが出現した報告はなく、単一の抗原型を有すると考えられている。また、分節ウイルスであ
るため、遺伝子再集合（リアソータント）により異なるウイルスの遺伝子を獲得する可能性がある。

動物におけるSFTS
　動物におけるSFTSの調査は各国で行われており、患者発生地域では野生動物での抗体保有率が高く、さ
まざまな動物種がSFTSウイルス感染に感受性であることが分かっている。また、患者発生地域外であって
も抗体陽性の野生動物が見つかることから、これまで患者発生の報告がない地域においても、SFTSウイル
スに感染した動物が動物病院等に持ち込まれる可能性は否定できない。また、流行地からの保護動物が未発
生地域の動物病院に持ち込まれた例もある。未発生地域でも注意が必要である。
　一方で、SFTSウイルス感染によりヒトと同様のSFTS様疾患を発症するかどうかについては動物種間で差
があり、ほとんどの動物は無症候で耐過すると考えられている。その中で、比較的感受性が高いネコ科動物
であるネコやチーターやイヌは致死的なSFTS様疾患を発症する。最近野生動物であるアナグマのSFTS感染
死が見つかっている。発症動物から人（獣医師・飼い主・動物医療関係者）への伝播・発症例も見つかったこ
とから、獣医療現場における本疾患の重要性が増している。
　本手引きはこうした状況を受けて、獣医療現場におけるSFTS診療についてまとめたものである。動物
SFTSの診断や獣医療従事者の防護策についての正しい理解が広がることで、獣医療施設での感染事故が防
ぐことができれば幸いである。

獣医療関係者の SFTS 発症動物対策について
（2025バージョン）
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北支部・しゃくなげ会合同研修会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　産₂（1）①）

� 北支部長　山口　達也
北支部学術（産業動物担当）副委員　柿沼　清市

しゃくなげ会埼玉県支部長　大倉　一展

　北支部・しゃくなげ会埼玉県支部では、酪農学園大学獣医学群　獣医学類生産動物内科准教授の三浦亮太
朗先生をお招きして、合同学術研修会を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　時：令和₇年10月17日（金）
　　　　14：00〜16：00

場　所：埼玉県熊谷家畜保健衛生所 講堂
　　　　埼玉県熊谷市円光１－8－30 
　　　　TEL　048―521－1274

演　題：「黒毛和種の繁殖生理をふまえた繁殖管理」

講　師：酪農学園大学獣医学群獣医学類生産動物内科
　　　　准教授　三浦　亮太朗　先生

参加費：埼玉県獣医師会、しゃくなげ会会員　無料
　　　　会員以外の受講者　3,000円

予　　告
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ひ ろ ば

埼玉県獣医師会学術講習会（西支部担当）開催報告

西支部長　堅木　道夫
                学術委員会委員長　山口　達也

                         西支部学術委員　岩崎　隆

　西支部では令和７年８月３日（日）、北里大学獣医学部獣医学科獣医伝染病学研究室の高野友美教授をお招
きして、「猫のコロナウイルス感染症の診断から治療まで」という御演題で、猫のコロナウイルス感染症につ
いて、基礎から臨床まで幅広く学術的に、最新の御講義をして頂きました。

　御講義内容は、猫伝染性腹膜炎について、基礎から応用まで幅広くそして深くご講義頂きました。特に
FIPドライタイプの診断方法と、モルヌピラビルを中心とした、新薬の使用方法やその反応性については最
新の情報であり、大変貴重なお話を聞かせて頂けました。今後のFIPの診断治療に活用させて頂きたいと思
います。

<受講者内訳>

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

33名 0名 1名 26名 0名 1名 2名 3名

15

広告



� （公社）埼玉県獣医師会ゴルフ同好会会長　長谷川繁雄

　９月８日（月）山梨県北杜市のシャトレーゼヴィンテージゴルフ倶楽部において、山梨県獣医師会主催で関
獣連チャリティーゴルフコンペが開催されました。
　このゴルフコンペは、毎年関東・東京合同地区獣医師大会の翌日に各獣医師会支部対抗で獣医師会員相互
の親睦を目的として開催されています。今年は埼玉県獣医師会より、10名の会員が参加しました。
　結果は２ポイント差の３位と残念な結果となりましたが、八ヶ岳の麓の高原リゾートゴルフ場でのプレー
は、一年ぶりに再会した近県獣医師会の仲間と学会後の疲れた脳を癒やすのに心地よい一日となりました。

令和７年度関東・東京合同地区獣医師会
親善チャリティーゴルフコンペ参加報告

成　績 獣医師会名 ポイント

優　勝 千葉県獣医師会 326.0

第₂位 横浜市獣医師会 326.0

第₃位 埼玉県獣医師会 328.0

第₄位 神奈川県獣医師会 330.0

第₅位 群馬県獣医師会 342.0

※：１位、２位は参加者の年齢により決定しました。

前列左から　�高野辺智和様（会員外）、長谷川繁雄先生（東支部）、増田淳先生（農林支部）、
豊泉正重先生（西支部）、山田和男先生（北支部）、

後列左から　�清水章先生（北支部）、田口修先生（東支部）、小堺正人先生（さいたま市支
部）、高橋秀児先生（東支部）、宗像俊太郎副会長
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月

₇月₁日（火）

さいたま市
「ワンヘルスの視点からの狂犬病」
大分大学グローカル感染症研究センター　
　西園　晃　先生

（さいたま市　ソニックシティ）

８月₃日（日）

西支部
「猫のコロナウイルス感染症の診断から治
療まで」
　北里大学　高野友美　先生

（川越市　ウェスタ川越）

８月₃日（日）
東支部

「はじめての椎間板ヘルニア」
　とがさき動物病院　灰井康佑　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

８月14日（木）
南支部

「犬・猫の呼吸器疾患における吸入療法」
　日本獣医生命科学大学　藤原亜紀　先生

【Zoomにて開催】

９月₇日（日） 令和₇年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（中巨摩郡昭和町　アピオタワー館）

１0月17日

北支部
「黒毛和種の繁殖生理をふまえ
た繁殖管理」
酪農学園大学獣医学群 獣医学
類生産動物内科　准教授　三浦
　亮太朗　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
１１月
１2月

令和₈年
₁月

農林支部
令和₇年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（場所　未定）

₂月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

３月
₄月21日（火）
　～24日（金）

令和₇年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（東京都　東京国際フォーラム）

令和₇年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₇年₉月20日現在）
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ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事　務　局　メ　モ

令和₇年

10月13日 第42回ソフトボール大会（さいたま市　
大宮けんぽグラウンド）

10月15日 第₂回獣医事調査委員会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

10月17日 北支部・しゃくなげ会合同研修会（熊谷
市　熊谷家畜保健衛生所）

10月22日 第₃回理事会（さいたま市　埼玉県農業
共済会館）

10月24日 埼玉県公衆衛生事業功労者表彰式（さい
たま市　埼玉県庁第三庁舎）

11月₅日 第₁回畜産懇話会（さいたま市　別所沼
会館）

11月₉日 政令指定都市連絡協議会（川崎市　ス
テーションコンファレンス川崎）

11月14日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

11月15日 動物感謝デー in JAPAN（東京都台東区
上野恩賜公園）

11月16日 動物愛護フェスティバル（熊谷市　熊谷
スポーツ文化公園）

12月11日 集合狂犬病予防注射実施者講習会（さい
たま市　レイボックホール）

令和₈年

₁月16日 埼玉県家畜保健衛生業績発表会（場所未
定）

₂月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

4月21日
～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区　
東京国際フォーラム）

4月21日
～24日

令和₇年度日本獣医師会獣医学術学会年
次大会（東京都千代田区　東京国際フォー
ラム）

※：会報第742号（冊子版）掲載記事の訂正について。
前号会報に以下のとおり誤りがありました。お詫びして訂正させていただきます。
なお、ホームページ掲載版は修正済みです。

₉頁下段右側写真の説明　誤：乾杯　坂梨栄二食品衛生安全局長
　正：締め　片山智之生活衛生課長

10頁上段写真の説明の₃行目中央　誤：中村滋副会長
　 正：中村滋会長

10頁上段写真の説明の₈行目に追加　₁人おいて、片山智之生活衛生課長（衛生支部）、
左から4人目、加藤知子食品安全課長（衛生支部）
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編　集　後　記

いつの間にか少しずつ秋の気配が感じられる

ようになってまいりました。

最近注視されておりますSFTS関連につきま

しては本号にもあるように、ここ埼玉でもアラ

イグマからウイルスが確認されており、動物を

扱う立場として日々の業務には十分な注意が必

要と思われます。県内において動物の迅速な検

査体制の確立が早期に望まれるところです。

自民党総裁選挙の告示がなされ、5人の候補

者が論戦を繰り広げております。各候補の発言

をつぶさに聞くとその内容は、増え続けるイン

バウンドの観光客と外国人労働者、留学生、文

化の違いによる混乱、性善説に基づいた日本の

法体系、移民問題、治安、物価、経済、環境問

題、外交、再生エネルギー、各種補助金の在り方、

防衛、国民の暮らし、減税、社会保険料や年金、

少子化対策、農業対策など様々な分野に及んで

います。各候補者とも自分の思い描く日本の将

来像について党員、党友、ひいては国民の理解

を得ようと訴えかけています。労働者の賃上げ

が中小企業まで十分に及んでおらず、その対策

まで踏み込んだ発言もありました。給付付き税

額控除についても現実味を帯びてきました。将

来の国民の暮らしは、どなたが自由民主党総裁

になり、そして野党も含めどなたが内閣総理大

臣になるかで国の進む方向性が変わってまいり

ます。将来国のトップに立つ方には国民の望む

国の在り方にしっかりと耳を傾けていただきた

いと思います。

先日の国連総会においては、石破首相が安保

理常任理事国の持つ拒否権により戦争抑止がで

きない現状に鑑み国連改革の必要性に触れてお

られました。また、ウクライナのゼレンスキー

大統領は長期化した戦争を終わらせるために「自

国の平和を実現するのは国際法ではなく同盟国

と武器だけだ」と発言し、トランプ大統領は「国

連などの国際機関が世界の秩序を著しく衰退さ

せた」という趣旨の発言をされたそうです。欧米

における大量移民による社会の混乱や、第2期ト

ランプ政権となった米国による相互関税の創設、

地球温暖化対策のため実施してきたエネルギー

政策の変更、国境措置の強化等によって、国連

主導により拡大して来た自由貿易に代表される

グローバル化の波は、大きな岐路に差し掛かっ

てきたようです。

いずれにしましても、世界情勢がなお不安定

な中、我が国の立法府である国会、執行する政府、

政治の在り方によって変わる世界の中の日本、

日本の中の私たちのささやかな生活です。少子

高齢化が叫ばれる中、これから生まれてくる子

供達や若者の将来が、豊かで輝きに満ちていま

すよう、国のリーダーとなる方には全力を発揮

していただきたいと思います。　　　　　（燕雀）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう
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